
平成30年6月18日 大阪府北部の地震
地震活動の状況（7月9日09時現在）

震央分布図
（2018年6月18日00時00分～7月9日09時00分、ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ1.0以上、深さ0～20km）

震央分布図中の橙色、
水色の線は
地震調査研究推進
本部の長期評価
による活断層を示す

＜資料の利用上の留意点＞
・表示している震源について、7月9日の震源は自動処理による結果を用いています。
・地震情報で発表した震源要素等と異なる場合があります。
・発破等の地震以外のものや、震源決定時の計算誤差の大きなものが表示されることがあります。
・個々の震源の位置や規模ではなく、震源の分布具合や活動の盛衰に着目して地震活動の把握にご利用ください。
・この資料は、今後の精査により変更することがあります。

震央分布図の四角枠内の地震活動経過および回数積算図

横軸は時間、縦軸は左が
マグニチュード、右が地震
の積算回数。折れ線は地
震の回数を足し上げたもの
であり、縦棒のついた丸は
地震発生時刻とマグニチュ
ードの大きさを表す。

大阪管区気象台 作成

＊地図は、国土地理院発行の『数値地図 25000（行政界・海岸線）』を使用しています。

別添５



平成30年6月18日 大阪府北部の地震
震度観測の状況（表は7月6日00時現在、追記は7月9日09時現在）

＜資料の利用上の留意点＞
・気象庁HP ポータルサイトより作成しました。
http://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/2018_06_18_oosaka/jishinkaisu.pdf

・この資料は速報値であり、後日変更する場合があります。 大阪管区気象台 作成

【追記】 その後、7月8日15時45分頃に
最大震度２を観測する地震が発生しています


